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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒト補体サブコンポーネントC1qは、C1rおよびC1sと会合して血清補体系の第一成分となる。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、C1q分子の球状頭部に結合し、C1の活性化を阻害することが知られている。このタンパク質は、プレmRNAスプライシング因子SF2のp32サブユニット、およびヒアルロン酸結合タンパク質としても同定されている。[RefSeq提供、2008年7月],注意：当初（PubMed:1830244およびPubMed:8262387）はプレmRNAスプライシング因子SF2のp32サブユニットであり、エクソンスキッピングの防止、スプライシングの精度確保、および選択的スプライシングの制御に関与すると考えられていた。,機能：不明。 C1Qの球状の「頭部」に結合し、C1の活性化を阻害します。,類似性:MAM33ファミリーに属します。,サブユニット:風疹ウイルスカプシドタンパク質と相互作用します。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	C1QBP抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	C1QBP抗体を用いたJurkat細胞、HUVEC細胞、K562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	C1QBPポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

